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対話型ソフトウェアの機能規模を画面仕様書を用いて測定するには，利用者とコンピュータとの対
話のセマンティクス記述が必要である．XForms は，Web フォームの意図と表現方式を分離して記述
する XML (eXtensible Markup Language) に基づいた仕様である．画面仕様書の記述形式として
XForms を用いることで，対話のセマンティクス記述およびその計算機処理が可能になる．本稿では，
対話型ソフトウェアの画面仕様書を XForms 形式で記述することの妥当性を示す．また，XForms
形式の画面仕様書を用いて，対話型ソフトウェアの標準機能規模を自動計測する技法を提案する．

Measuring Functional Size of Interactive Software
Using User Interface Speci¯cations in the XForms Format

Makoto Nonaka,y Zhen Li,yy Akihiro Kakuraiyy
and Motoei Azumayy

The semantics of user-computer interaction shall be described explicitly in order to measure
the functional size of interactive software using user interface speci¯cations. XForms is the
XML (eXtensible Markup Language)-based speci¯cation that describes the purpose and the
presentation of the Web form separately. By using XForms as the format for describing the
abstract model of the user interface speci¯cations, the semantics of user-computer interaction
can be extracted from the speci¯cations. In this paper, we indicate the validity of the use of
XForms for describing the user interface speci¯cations of interactive software. We also pro-
pose a method for measuring functional size of interactive software using the XForms format
speci¯cations.

1. は じ め に

ソフトウェア開発工数は，一般に，開発対象ソフト

ウェアの規模を測定あるいは予測し，その結果に基

づいて見積られる．Fenton らは，ソフトウェア規模

の属性として，長さ，機能および複雑度を挙げてい

る1)．具体的には，SLOC (Source Lines of Code)
や仕様書ページ数などは「長さ」に，IFPUG (In-
ternational Function Point Users Group) 法2) や

COSMIC-FFP (Common Software Measurement
International Consortium - Full Function Point) 測

定法3) などを用いて測定された量は「機能」に，Mc-
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Cabe のサイクロマティック数4) や IFPUG 法の各機

能に与えられる重みなどは「複雑度」に分類される．

SLOC は開発の結果得られる値であり，開発の初期

段階では測定不可能な量である．したがって，開発工

数の見積りに用いる量としては適切ではない5)．一方，

仕様書ページ数や機能規模は開発初期に測定可能な量

であるため，開発工数の見積りに利用可能である．特

に機能規模は，仕様書の表現形式に依存せずに測定可

能な量であるため，開発工数の見積りだけでなくソフ

トウェア製品間の規模比較にも利用できる．

著者らは，対話型ソフトウェアを対象に，画面仕様

書を用いて複雑度重みつき機能規模を測定する技法を

提案した6)．ここで対話型ソフトウェアとは，利用者

とコンピュータとの対話が重要かつ中心的な役割を果

たすソフトウェアのことである．測定の過程で複雑度

重みが与えられていない機能規模（標準機能規模と呼

ぶ）が測定されるが，これは COSMIC-FFP 機能規

模とほぼ同等になるよう設定されている．複雑度重み
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つき機能規模は，標準機能規模よりも SLOC の予測

に有用である7)．しかし自動計測技法は未検討であり，

測定効率の向上のためにも自動化の検討が必要である．

機能規模が持たねばならない特性として，ISO/IEC
14143-1 では「測定対象のソフトウェアの技術要素お

よび物理要素から独立であること」を挙げている8)．し

たがって，画面仕様書に基づいて機能規模を測定する

際には，利用者とコンピュータとの対話（以降では単に

対話と呼ぶ）について，実現方式から独立したセマン

ティクスに着目すればよい．ところで，W3C (World
Wide Web Consortium) が提唱している XForms9)

は，Web フォームの意図（セマンティクス）と表現

形式を分離して記述する XML (eXtensible Markup
Language)10) に基づいた仕様である．XForms と画

面仕様書を用いた機能規模測定はいずれも対話のセマ

ンティクスを扱うため，親和性が高いと考えられる．

本稿では，対話型ソフトウェアの画面仕様書の記述

形式として XForms を用いることの妥当性について

示す．また，文献 6) で著者らが示した測定技法に基

づいて，XForms 形式の画面仕様書を用いて対話型ソ

フトウェアの機能規模を計測する技法を提案する．画

面仕様書を XForms 形式で記述することで計算機に

よる処理が容易となるため，機能規模の自動計測が可

能になる．

2. 準 備

提案技法の説明に必要な従来技法の概要を説明する．

2.1 機能規模測定の概念

機能規模は，ISO/IEC 14143-1 では「利用者機能要

件を定量化して得られるソフトウェアの規模」と定義

されている．すなわち，被測定ソフトウェアが提供する

機能量を，利用者の観点から測定した値である．機能

規模の測定技法には，IFPUG 法，COSMIC-FFP 測

定法など様々な技法が挙げられる．COSMIC-FFP 測

定法は，ISO/IEC 14143-1 に適合した測定法である．

機能規模が持たねばならない特性として，ISO/IEC
14143-1 では以下を挙げている．

² 被測定ソフトウェアの物理要素から独立である．

² 被測定ソフトウェアの技術要素から独立である．

利用者機能要件の基本単位を「基本機能要素」と呼

び，これが機能規模測定の際の基本単位となる．

2.2 COSMIC-FFP 測定法

COSMIC-FFP 測定法では，機能規模を測定するに

あたって，被測定ソフトウェアに含まれる機能プロセ

スと，利用者側および記憶領域側にあるデータグルー

プを識別する．機能プロセスは，ソフトウェアと利用

者側および記憶領域側との間でデータグループを移動

させる処理群から構成される．これらの各処理をデー

タ移動サブプロセスと呼び，リード (R)，ライト (W)，
エントリ (E) およびエグジット (X) の 4 種類に分類

される．E と X は，利用者に対するものと他サブシ

ステムに対するものに分けられる．本稿ではこれらを

明確に区別し，利用者に対する E および X をそれぞ

れ Eu および Xu，他サブシステムに対する E およ

び X をそれぞれ Es および Xs と表記する．

COSMIC-FFP 測定法では，利用者機能要件に基づ

いて，機能プロセス，データグループおよびデータ移

動サブプロセスを識別して抽象ソフトウェアモデルを

作成する．識別されたデータ移動サブプロセスを計数

した値が被測定ソフトウェアの機能規模となる．

2.3 画面仕様書からの機能規模測定技法

著者らは，画面仕様書に記述された機能部品および

その GUI (Graphical User Interface) 部品数に基づ

いて，対話型ソフトウェアの複雑度重みつき機能規模

を測定する技法を提案した6)．機能部品とは，利用者

にとって意味のあるデータ単位を入出力するのに用い

られる GUI 部品の集合であり，入力部品，出力部品

およびそれらの複合（複合部品）に分類される．GUI
部品とは，一般にウィジェットあるいはコントロール

と呼ばれる個々の部品である．

測定の過程で，GUI 部品数による重みが与えられ

ていない機能規模（これを標準機能規模と呼ぶ）が得

られる．標準機能規模は，機能部品の数に基づいて測

定されており，GUI 部品の種類や数に依存しない．し

たがって，標準機能規模は実現方式からの独立性が高

い尺度である．

標準機能規模は，COSMIC-FFP 機能規模とほぼ同

等となるよう設定されている．図 1 に，標準機能規

模の測定時に対象となるデータ移動サブプロセスと，

COSMIC-FFP 測定法が測定対象とするデータ移動

サブプロセスとの差異を示す．提案技法では，対話画

面上に現れた機能部品から関連するデータ移動サブ

プロセスを間接的に測定する．したがって，機能部品

と関連していないデータ移動サブプロセス（図中の点

線部）については，提案技法では測定できない．しか

し対話型ソフトウェアの場合，機能部品と関連のない

データ移動サブプロセスは少ないと考えられるので，

COSMIC-FFP 機能規模と標準機能規模はほぼ同等に

なると考えられる．

本技法は，COSMIC-FFP 測定法を補完的に利用で

きる効率的な測定技法になり得る．
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図 1 提案技法と COSMIC-FFP 測定法との基本機能要素の差異

2.4 XForms
XForms は，Web フォームの意図と表現形式を分離

して記述する XML に基づいた仕様である．XForms
で記述されたフォームは，Web ブラウザ，PDA (Per-
sonal Digital Assistant) あるいは携帯電話など，様々

な機器の表示上の制約に適応して描画される．

例えば，図 2 に示したフォームは，XForms を用い

ると図 3☆のように記述される9)．XForms では，対話

の意図を記述するモデル部と，フォームの表現方式を

記述するユーザインタフェース部に分けられる．モデ

ル部は，<model> タグで囲まれた部分に記述される．

モデル部には，そのフォームが扱うデータ属性の構造

などが記述される．データ属性は，<instance> タグ

で囲まれた部分に記述される．

ユーザインタフェース部では，例えばラジオボタンな

どの具体的な GUI 部品名は記述せず，<selectOne>
タグや <choice> タグを用いて抽象レベルで記述され

る．XForms で利用可能な GUI 部品をに示す．

各データ属性に対する GUI 部品からの参照を記述

するには，GUI 部品タグ中の ref 属性を用いる．図 3

表 1 XForms で利用可能な GUI 部品

タグ名称 GUI 部品名

input テキスト入力フィールド

secret パスワード入力用フィールド

textarea 複数行テキスト入力フィールド

output データ出力

range スライダコントロール

button ボタン

selectOne 単一選択

selectMany 複数選択

upload ファイルアップロード

submit データ送信

☆ 実際には，XForms の名前空間を示す接頭語 xforms: が各タ

グに付けられるが，簡略化のため省略する．

図 2 フォームの例

図 3 XForms による記述例

の例では，データ属性 payment は 変数 as を経由し

て <selectOne> タグにより，データ属性 cc および

exp は <input> タグにより参照されている．

3. 提案技法の適用範囲

提案技法は，XForms 形式の画面仕様書を用いて対

話型ソフトウェアの標準機能規模を計測．ここでは，

提案技法の適用範囲について述べる．

3.1 測定対象のソフトウェア範囲

提案技法が測定対象とするソフトウェア範囲は，図 1
における対話画面と内部処理の両方を含んだ範囲とす

る．したがって，利用者側と対話画面との間のデータ

移動，および内部処理と記憶領域または他サブシステ

ムとの間のデータ移動に関するサブプロセスが測定対
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象の基本機能要素である．

一般的な Web アプリケーションの場合，対話画面

がクライアント側に，内部処理がサーバ側に配置され

る．したがって，対話画面と内部処理との間にもデー

タ移動が発生する．しかし，本技法ではこれらのデー

タ移動は測定対象とせず，両者をひとまとめとした範

囲のソフトウェアを測定対象とする．

このように，Web アプリケーションに本技法を適

用する場合，測定範囲の設定によって機能規模が大き

く異なる．Web アプリケーションに対して IFPUG
法よりも COSMIC-FFP 測定法の方が適合性が高い

という報告が行われているが11)，現時点では，提案技

法の Web アプリケーションに対する適合性は評価し

ていない．したがって，Web アプリケーションは本

技法の適用対象外とする．

3.2 対象とする開発プロセス

提案技法は，開発プロセスの初期に適用することで，

開発工数の見積りやプロジェクト計画立案に利用でき

る．本技法の有用性は，開発プロセスモデル，利用さ

れる仕様書の種類，開発技術などに依存する．

UML (Uni¯ed Modeling Language)12) を用いた

開発では，ユースケース図を開発プロセスの初期に作

成し，それに基づいてクラス図を作成し，その後に画

面仕様など詳細を定義する開発プロセスが一般的であ

る．このような開発プロセスの場合，本技法の適用時

期が開発初期とはならないため必ずしも有用ではない．

このような開発プロセスを対象として機能規模を測定

する場合は，UML 図などから機能規模を測定する技

法13),14) が有用である．

また，コンポーネントの再利用に基づいた RAD
(Rapid Application Development) プロセスモデル

の場合は，画面仕様を RAD ツール上で作成した時点

である程度の実装が完了する．このような開発プロセ

スに対しても，本技法を工数見積りの目的で適用する

ことは有用でない．

しかし，開発プロセスは常に画一的なものが適用さ

れるのではなく，ソフトウェア製品の種類によって適

したプロセスが適用される事が望ましい．本技法は，

画面仕様が要求定義にあたって中心的役割を果たすよ

うな対話型ソフトウェアの開発を対象としている．具

体的には，最初に画面仕様を紙やホワイトボード等に

記述して要求定義する開発プロセス，使い捨て型プロ

トタイピングによる開発プロセス，画面仕様書が顧客

からの最初の入力となるような開発プロセスなどを対

象としている．対話型ソフトウェアの場合，対話設計

に対する重要度が他のソフトウェア製品に比べて高い

図 4 提案技法の利用手順

ため，このような開発プロセスを対象とすることには

意義がある．

3.3 提案技法の利用手順

図 4 に，提案技法の利用手順を IDEF0 図を用いて

示す．利用者要求に基づいて顧客と要求分析者（また

は画面設計者）が画面仕様書を作成する．この時点で，

利用者の観点から意味のあるデータ単位の情報を，機

能規模測定者が画面仕様書に付与する．作成された画

面仕様書は，変換ツールにより XForms 形式に変換

される．XForms 形式の画面仕様書に対して，本稿で

提案する計測規則に基づいた計測ツールを用いる事で

機能規模の自動計測が行える．

なお，画面仕様書にデータ単位の情報を付与するこ

とは，概要レベルのデータ分析を実施することに等し

い．したがって，得られた結果を詳細なデータ分析工

程への入力とすることが可能である．

4. XForms を用いた画面仕様書の記述

提案技法では，対話意図と，データ構造および表現

形式の抽象記述に XForms を用いる．画面レイアウ

トなど具体的な表現形式の記述は行わない．

ここでは，対話型ソフトウェアの画面仕様書を

XForms で記述することの妥当性について述べる．画面

仕様書の記述に XForms を利用することは，XForms
の主たる目的とは異なるが，本研究では XForms の

対話の意図と表現形式の記述方式に着目する．

4.1 記述可能な項目

XForms を用いることの妥当性を示すためには，図

形表現を含む一般的な画面仕様書に記述される情報に

関して，XForms による記述能力を評価する必要があ

る．画面仕様書に記述される情報は場合によって異な

るが，一般には以下の項目が挙げられる．

( A ) 画面の名称・概要

( B ) 画面の種類（ダイアログボックス，ウィンドウ

など）

( C ) 画面のその他属性（大きさ，色，配置など）

( D ) 遷移元・遷移先画面

( E ) 画面遷移の条件
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( F ) GUI 部品の名称

( G ) GUI 部品の種類（ボタン，テキスト入力フィー

ルドなど）

( H ) GUI 部品のその他属性（大きさ，色，配置など）

( I ) GUI 部品のイベント発生時の処理概要

( J ) 画面を通じて入出力されるデータ

これらの項目について，対話の意図に関するもの，

表現形式に関するもの，および XForms による記述の

可否について分類した結果を 表 2 に示す．これらの

項目のうち，(B) 画面の種類，(C) 画面の属性，およ

び (H) 部品の属性に関しては，XForms で記述する

ことはできない．したがって，一般に用いられる図形

表現を含んだ画面仕様書から XForms 形式の画面仕

様書への変換は可能であるが，その逆は不可能である．

ここで欠落した項目は，対話型ソフトウェアの使用

性に影響を与える重要な要素である．しかし，XForms
の利用を機能規模測定の目的に限定した場合，3 節で

述べたとおり，対話の意図が記述されていれば十分で

ある．表 2 より，対話の意図は XForms により記述

可能であるため，機能規模測定の目的で画面仕様書の

記述に XForms を用いることは妥当と考えられる．

4.2 マルチメディアデータの記述

次に，図形表現を含んだ画面仕様書で扱われるデー

タ型と，XForms で記述可能なデータ型に関して検討

する．

XForms は Web フォームの記述仕様である．その

ため，文字列や数値などの基本的なデータ型は標準的

に利用可能であるが，画像，音声，動画などのマルチ

メディアデータは含まれていない．ただし，XForms
ではモデル部でスキーマを定義することができるため，

必要なデータ型を定義することが可能である．したがっ

て，マルチメディアデータの構造のみを <instance>
タグ中に記述し，それらのスキーマを別途与えること

で，マルチメディアデータを記述することができる．

表 2 画面仕様書に含まれる項目の分類

記述項目 対話意図 表現形式 XForms
(A) 画面名称・概要 ○ { ○

(B) 画面の種類 { ○ {
(C) 画面の属性 { ○ {
(D) 遷移元・先画面 ○ { ○

(E) 画面遷移条件 ○ { ○

(F) 部品の名称 { ○ ○

(G) 部品の種類 ○ ○ ○

(H) 部品の属性 { ○ {
(I) イベント処理 ○ { ○

(J) 入出力データ ○ { ○

4.3 利用可能な GUI 部品

最後に，XForms で標準的に提供されている GUI
部品と，提案技法の測定対象である対話型ソフトウェ

アに用いられる GUI 部品の比較を行う．

表 1 のうち，upload および submit タグで実現さ

れる GUI 部品は，Web アプリケーションに固有の部

品であるため評価対象外である．一方，提案技法では，

スクロールボタンや画像のタッチスクロール機能など

を提供する対話型ソフトウェアを対象としている．こ

のような高い操作性を提供する GUI 部品は，標準の

XForms には含まれない．したがって，これらの GUI
部品を XForms で記述する場合には，標準の XForms
記述を拡張する必要がある．

このような XForms 未定義の GUI 部品に関しては，

独自タグを定義することで記述可能である．XForms
形式の仕様書から Web ブラウザ等での描画は行えな

くなるが，本技法では機能規模測定に目的を限定して

いるため問題は生じない．

4.4 XForms による画面仕様記述の妥当性

以上の評価をまとめた結果を図 5 に示す．図 5 は，

測定対象の対話型ソフトウェアと，XForms の標準的

な利用により画面仕様が記述可能な対話型ソフトウェ

アとの差異をベン図で表したものである．

Ⅰの領域には，マルチメディアデータ，スクロールボ

タン，画像タッチスクロール機能などを有する対話型

ソフトウェアが含まれる．これらの対話型ソフトウェ

アの画面仕様は，XForms の標準的な利用では記述

できないため，XForms を拡張利用する必要がある．

XForms を拡張利用することによって，XForms の特

徴である Web ブラウザ等での描画は行えなくなる．

しかし，対話の意図やデータ構造の記述は行えるため．

機能規模の測定に必要な記述は可能である．

Ⅱの領域には，XForms の標準的な利用により画面

仕様が記述できる対話型ソフトウェアが含まれる．具

体的には，Web アプリケーションのフォームのよう

に，文字や数値といった単純なデータ型を入出力する

アプリケーションが含まれる．XForms 形式で記述さ

れた画面仕様書は，GUI 部品の配置や大きさといっ

た属性は保持されないものの，Web ブラウザ等で描

画することは可能である．

Ⅲの領域には，Web アプリケーションなど提案技

法の対象外となる対話型ソフトウェアが含まれる．現

時点では，これらは提案技法の対象外であるため考慮

する必要がない．

以上から，本技法が対象とする対話型ソフトウェア

について，機能規模測定の目的で XForms を画面仕
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図 5 XForms の記述能力による対話型ソフトウェアの分類

様記述に利用することは妥当であると考えられる．

5. XForms 形式の画面仕様書を用いた機能
規模計測

ここでは，画面仕様書を用いて標準機能規模を測定

する手順6) に基づいて，XForms 形式の画面仕様書を

用いて標準機能規模を計測する際に適用される計測規

則について述べる．

5.1 データグループの識別

画面仕様書から標準機能規模を測定するにあたって，

利用者の観点から意味のある単位でデータグループを

識別する必要がある．XForms では，フォームが扱う

データ属性は <instance> タグの中に記述される．本

技法では，<instance> タグ中の第一階層に記述され

たデータをデータグループとして識別する．

5.2 入力部品の識別

文献 6) では，入力部品を「利用者からのデータ入

力を受け付ける機能を提供する構成部品群」と定義し

ている．したがって，前節で識別したデータグループ

を利用者から受け付けるのに利用される GUI 部品群

が，入力部品として識別される．

入力部品の識別は，<instance> タグ中に記述され

たデータグループに含まれるデータ属性について，そ

れらを参照している GUI 部品の種類を調べること

で行う．データ属性を参照している GUI 部品は，各

GUI 部品のタグ中の ref 属性を参照することで識別

できる．

表 1 において，output と button を除くすべての

GUI 部品はデータ入力用の部品である．データグルー

プに含まれるデータ属性と関連する GUI 部品がすべ

てこれらの GUI 部品であれば，その GUI 部品群を入

力部品として識別する．button については，ボタン

押下時にデータ属性の値が設定される場合は入力部品

として識別する．具体的には，XForms の setValue
アクションが <button> タグ中に記述されている場合

である．

入力部品に対する機能規模は，少なくとも Eu が 1
つ割り当てられる．また，利用者から取り込んだデー

タが記憶領域または他のサブシステムに渡される場

合は，それぞれ W または Xs が 1 つ割り当てられ

る．多くの対話型ソフトウェアでは，利用者から取り

込んだデータは記憶領域または他のサブシステムに渡

されると考えられるので，既定値では標準機能規模 2
Cfsu'(Cosmic functional size unit-prime) を入力部

品に割り当てる．

5.3 出力部品の識別

文献 6) では，出力部品を「利用者に対してデータ

を出力する機能を提供する構成部品群」と定義してい

る．したがって，前節で識別したデータグループを利

用者に出力するのに利用される GUI 部品群が，出力

部品として識別される．

表 1 において，output はデータ出力用の部品であ

る．したがって，データグループに含まれるデータ属

性と関連する GUI 部品がすべて output 部品であれ

ば，その GUI 部品群を出力部品として識別する．

入力部品の場合と同様，既定値として標準機能規模

2 Cfsu' が出力部品に割り当てられる．

5.4 複合部品の識別

複合部品は，入力部品と出力部品が複合した GUI
部品群である．データグループに関連する GUI 部品

に output とその他の両方が含まれている場合は，そ

れらの GUI 部品群を複合部品として識別する．ある

いは，output が含まれていない場合でも，input な

どの部品に表示される値が記憶領域や他のサブシステ

ムから取得される場合は，複合部品として識別する．

また，selectOne および selectMany は，選択項

目が動的結合される場合がある．この場合は，利用者

に対して選択項目データを表示し，かつ利用者が指定

した選択項目を受け付ける機能を含むと捉えることが

できる．したがって複合部品として識別する．具体的

には，動的結合を表す <itemset> タグが含まれてい

る場合である．

複合部品には，既定値として標準機能規模 4 Cfsu'
が割り当てられる．

5.5 XForms による記述例と機能部品の識別例

図 6 に示した対話型ソフトウェアの画面について，

XForms による記述，機能部品の識別および標準機能

規模の計測例を示す．

図 6 は，XForms を用いると図 7 のように記述

できる．図 7 の<instance>タグ中の第一階層には，

search, area, block, date の 4 つのデータグルー

プが指定されている．各データグループに関連して
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図 6 対話画面の例

いる GUI 部品は，それぞれ <input>, <selectOne>,
<selectOne>, <output> タグで示される部品である．

これらのうち，<input> は利用者からデータを受け

付ける機能を提供している部品である．したがって，

これらは入力部品として識別される．また，<output>
で指定された GUI 部品は出力部品として識別される．

<selectOne> は，いずれも内部に <itemset> タグを

含んでいるため，複合部品として識別される．

このようにして識別された機能部品に対して，標準

機能規模を割り当てる．5.2 節に示した割り当て規則

に基づき，この画面の標準機能規模は既定値では 12
Cfsu' と計測される．実際には，この画面と記憶領域

または他のサブシステムとの間でのデータ移動の有無

によって，標準機能規模は調整される必要がある．

6. 議 論

6.1 XForms の利用

本稿では，対話型ソフトウェアの画面仕様書の記述

形式として XForms の利用を試み，機能規模の計測

目的で利用可能であることを示した．しかし，実際に

対話型ソフトウェアの画面仕様を XForms で記述す

ると，XForms の標準的な利用の範囲では記述できな

い場合が生じる．例えば，ボタン部品の文字列が可変

であるものや，図形などを記述することができない．

XForms が Web フォームに基づく仕様である以上，

一般的な対話型ソフトウェアの仕様記述には限界が生

じる．したがって，機能規模の計測目的で利用するこ

とは可能であるものの，対話型ソフトウェアに特化し

た仕様を作成することが必要である．

一方で，XForms を用いることの利点は，Web ア

プリケーションの機能規模測定への応用が容易に行え

る点にある．Web アプリケーションの機能規模として

適切な測定法が明確化されれば，本稿でしめした計測

規則を応用することで，Web アプリケーションの機能

規模を自動計測することも可能になると考えられる．

図 7 XForms による画面仕様の記述例

6.2 標準機能規模の計測規則

本稿では，XForms における記述の数例に対して

標準機能規模を計測する規則を示した．現時点では

XForms で記述可能なすべての場合を網羅していない

が，数多くの画面仕様を記述することで規則を詳細化

できると思われる．

ただし，XForms あるいは独自の仕様記述のいずれ

を用いるにしても，計測規則に基づいた記述がなされ

ないと機能規模を計測することができない．機能規模

計測のための仕様記述の指針を与える必要がある．
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6.3 データグループの粒度

標準機能規模の測定結果は，データグループの粒度

に大きく依存する．データグループの粒度は，図 4 に

示したとおり機能規模測定者によって行われるため，

データグループの粒度は測定者によって異なる．ただ

し，これは IFPUG 法や COSMIC-FFP 測定法にお

いても同様である．これらの技法ではデータの粒度に

関する指針が与えられているが，その解釈によっては

測定者によってデータの粒度が異なる場合がある．

この問題は，測定事例を積み重ねて合意の得られる

測定規則を蓄積するより他ない．IFPUG 法の計測マ

ニュアル2) のように，測定者間での誤差が生じないよ

う経験を共有していく事が妥当な解決策である．

6.4 規模の尺度

標準機能規模は，COSMIC-FFP 測定法とほぼ同じ

値となるよう設定されている．このように，標準的な

測定法との互換性を保っておくことは，ソフトウェア

規模を比較したり，COSMIC-FFP 測定法を補完する

技法として提案技法を使用できるので有用である．

しかし，SLOC や開発工数の予測に目的を特化さ

せた場合は，COSMIC-FFP 測定法との互換性から離

れて，複雑度重みを与えたうえで機能規模を測定した

方が SLOC の予測性は改善される7)．このような複

雑性に関する属性を利用することは，COSMIC-FFP
測定法および ISO/IEC 14143-1 の機能規模の定義か

ら逸脱する．しかし，SLOC や工数見積りに有用な規

模尺度について十分に検討する必要がある．

7. お わ り に

本稿では，機能規模計測の目的で，対話型ソフトウェ

アの画面仕様書を XForms で記述することの妥当性

について論じた．また，XForms 形式の画面仕様書か

ら，標準機能規模を測定する際に適用する計測規則を

提案した．本技法により，画面仕様書が初期段階に得

られるような開発プロセスにおいて，図形表現を含ん

だ画面仕様書から XForms 形式への変換が行えれば，

標準機能規模を効率的に測定できる事を示した．

本稿は提案技法について概念的に説明したものであ

り，十分な検証はまだ実施していない．今後，実際の

画面仕様書を XForms 形式で記述し，提案技法の洗

練および十分な検証を行う必要がある．また，図形表

現を含んだ画面仕様書から XForms 形式の画面仕様

書への変換ツールの実装や，標準機能規模計測ツール

の実装などが今後の課題である．
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